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【お墓】

　・仏壇にあるお骨はどうすれば？

　・お墓が高額で建立できない場合は？

　・遠方にあるお墓はどうするべきかば？

　・お墓はいつまでに建立するべきか？

【仏壇】

　・宗教の違いで仏壇をどうするべきか？

　・やはり仏壇は購入するべきなのか？

【遺言・相続】

　・遺言書はどうやって書けばいいのか？

　・遺言書をかくタイミングは？

　・そもそも遺言書は必要なのか？

　・相続する財産はどこまでなのか？

　・相続の対象は誰なのか？

など、皆さんいろいろな悩みをお持ちです

ね。

　しかし、これらの問題について解決する

ことが「終活」です。

　ではどうすればこれらの悩みを解決するこ

とができるのでしょうか。

　それは

　　「いかに生前に対応しておくか」
ということです。「そんなことは今までのメ

ディアからの情報で十分理解している」こと

でしょう。

　しかし、残念ながらそれが出来ていない

からこそまだまだ「葬儀で後悔」される人

がいる……というのが現実なのです。

★具体的な解決策…

❶エンディングノートの作成。
❷「生前見積もり」を
　複数社からとる。
❸「終活」について
　家族全員で「真
　剣」に話し合う。
❹正式な遺言書　
　　を作成する。

　この時期に来てメディアでは、新たに「終

活問題」を大きく取り上げています。

しかし、それは以前からの問題と何ら変わる

ことない内容ばかりです。

　また、終活に対する質問やお問い合わせも

増えてきたのも事実です。

　なぜ今「終活」なのかと言えば、それは

皆さんが実際に「葬儀」「法要」「お墓」「仏壇」

「遺言・相続」に直面しないと真剣に考えよ

うとしないからだと思うのです。

　

◆代表的な問題点

【葬儀】…「葬儀代金が高かった」

　　　　　という「葬儀による後悔」。

【法要】…「法要の段取りがわからない」　

　　　　という不安。

【お墓】…「お墓を承継する子供がいない」

　　　　　という不安や悩み。

【仏壇】…「仏壇について何もわからない」

　　　　　という疑問や悩み。

【遺言・相続】

　　　 …「遺言などまだ早いし、財産も　

　　　　ないから問題ないし必要ない」

　　　　　という楽観的な考え方。

◆その他の問題点

【葬儀】

　・どうすれば希望通りの葬儀ができる？

　・親族への対応を十分にするには？

　・納得いく遺影写真はどうすれば？

【法要】

　・どこまで連絡するべきなのか？

　・どの法要までをするべきなのか？

【❷生前見積もりを

　　　複数社からとる】

　「葬儀代金で後悔しな

いため」皆さんには「生

前見積もり」のメリット

を理解ください。

＜生前見積もりのメリット＞

・葬儀代金の目安がわかります。

・希望の葬儀が幾らで出来るかわかります。

・予算内でどんな葬儀が出来るかわかります。

・家族が同席して理解することができます。

・冷静な判断で物事が決められます。

・遺されたものに負担を掛けなくて済みます。

・賢い葬儀社選びができます。

【❸「終活」について家族で真剣に話し合う】

　何と言っても家族の理解や納得があってこ

その「終活」でなければなりません。

　死は必ず訪れるものですので、家族間で

遠慮していては何も良い結果は生まれませ

ん。ご家族皆さんで真剣に「終活（葬儀・

納骨）について話うことが「後悔」を無く

す唯一の方法（対策）です。

【❹正式な「遺言書」を作成する】

　❶のエンディングノートによって財産の詳

細が判明したら、遺言書の種類を選びます。

①自筆遺言証書…自分で作成して遺言執行

　　　　　　　　人が保管。

②公正遺言証書…公証役場にて作成遺言執

行人が保管。

のどちらかをお勧め

いたします。

詳しくは弁護士か行

政書士に相談してく

　 　 ださい。

【❶エンディングノート】

　エンディングノートには「４つの要素」が

含まれています。

1）「葬儀」についての要素
　葬儀に必要な「情報」として、「自分自身」

　を遺しておくことです。

　・生年月日、本籍…死亡届など

　・家族、自分の思い出…葬儀演出など

　・葬儀に託したいこと…葬儀内容など

　・親族、友人の連絡先…連絡先など

2）「遺言・相続」についての要素
　エンディングノートへの記入は法的拘束は

　ありませんが、遺言書作成における準備

　資料としての効果があります。

　・遺言書の有無（所在）の表記。

　・財産の詳細

　・正式な遺言書を作成するうえでの準　

　　備資料。

3）「介護・健康等」についての要素
　現実に病気や介護が必要となった場合の

　意志表示・後見人指名等に必要です。

　・持病に関する表記（主治医など）

　・認知症になった場合の介護など

　・病名告知、余命宣告、延命治療など

　・ドナー登録、検体の意思表示など

4）「余生・人生設計」についての要素
　例えば、余命宣告された場合の残された

　余生やこれからの人生設計についてを遺

　しておくための場所として活用します。

　・あなたが以前からやってみたい事など

　・やり残した事や活動など

　・家族に伝えたいことや感謝の言葉など

以上の「４つの要素」によって構成されて

いるのが「エンディングノート」です。

　しかも、それは「未完成」のまま家族に

託されていくのです。そして、家族の手によっ

てエンディングノートの内容が実現されて初

めて「完成」されるというものです。

解決策の詳細について

「エンディングノート」をご希望の方は下記の要領でご応募ください。
◆官製はがき又はFAXで「エンディングノート希望」と「住所・氏名・年齢・ＴＥＬ」をご記入の上、
　　〒510-0071   四日市市西浦１丁目7番 8号　やすらぎの塔「やすらぎ Life 事務局」 宛てにご応募下さい。
　　■応募の締め切りは、平成 28年３月１５日（火）消印有効。 どんどん応募してください。お待ちしています。


